
 

 

 

 

 

 

 

春の訪れ 
                             校長 佐藤 由利   

 「三寒四温」とはよく言ったもので、この時期は寒い日と暖かい日を繰り返しながら少し

ずつ春に向かっていきます。春夏秋冬それぞれに良さはあると思いますが、あちこちで植物

が芽吹いてくるのを目にするこの時期は私にとっては四季のある国で過ごせる幸せをしみじ

みと感じる時期のひとつでもあります。今年も、教室のベランダ側の庭には、梅に続いて桜

が咲き始めました。 

３年生は、年明けから本格化した卒業後の進路決定に向けての動きが、先週の公立高校選

抜検査でひと区切りとなりました。特にこの数か月間は不安で苦しい日々が続いたことでし

ょう。進路選択に当たって、自分自身と向き合い、目標に向けて努力するということは、決

して楽なことではなかったと思います。けれど、この経験を経て皆さんは、ひとまわりもふ

たまわりも成長したはずです。本当に、よくがんばりました。ここから卒業までの日々は、

まさに３年間の集大成。クラスとして、学年として、共に過ごした仲間とどのように卒業式

を迎えるか、１，２年生に何を残していくか、考えながら大切に過ごして下さい。 

１，２年生は、卒業式は代表生徒のみの参加となりますが、いろいろな場面で３年生の姿

をしっかり目に焼き付けて、この１年間または２年間の感謝の気持ちとともに、心を込めて

３年生を送ってあげてください。 

◇           ◇          ◇          ◇          ◇   

今号では生徒のみなさん、保護者、地域の方々にご協力をいただいた学校評価のまとめを

掲載しています。今年度は、制限のある中でも、宿泊行事や学校行事など、さまざまな取り

組みを行うことができました。保護者、地域のみなさまに活動の様子を直接見ていただく機

会がなかなか設けられない点についてもご理解をいただけたことで、より安心で安全な体制

をとりながら行事等を行うことができました。ご協力ありがとうございました。来年度はぜ

ひ、生徒たちの活動をご覧いただく機会を増やすことができるように願っております。 

今年度の活動や今回の学校評価から見えてきた課題についていろいろな観点からしっかり

と振り返り、次年度の教育活動につなげていきたいと思います。さまざまな場面でのご理

解、ご支援に心より感謝申し上げます。 
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【学校教育目標】『主体的に考え行動し、未来を切り拓く生徒の育成をめざします』 

○ 様々な関わりを通し、よりよく解決する力を育てます。（知・徳・公） 

○ 持続可能な社会の実現を目指し、しなやかに生きる力を育てます。（体・開） 

【ホームページ】http://www.edu.city.yokohama.jp/sch/jhs/karuizawa/ 
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